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(57)【要約】
【課題】２線ケーブルが逆接続の状態でも、デジタル通
信と電源供給とを正常に行うことができるドアホンシス
テムおよび通信方法を提供する。
【解決手段】玄関子機１００のケーブル接続部１０１は
、２本の入力線（ラインＬ１およびＬ２）への入力の極
性にかかわらず、２本の出力線への出力の極性を一定と
することができるダイオード回路１４５を有する。さら
に、玄関子機１００およびドアホン親機２００は、接続
状態検出部１３４および２３４によって２線ケーブルが
逆接続されていると判定された場合、送信データ反転部
１０９、２０９および受信データ反転部１１２によって
信号反転を行う。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　親機と子機とが２線ケーブルを介して接続されたドアホンシステムであって、
　前記親機は、
　前記親機の各構成および前記子機に対して電源を供給する供給電源部と、
　前記子機との双方向デジタル通信信号の送受信と、前記電源供給用の電力の送信とを前
記２線ケーブルを介して行う親機ケーブル接続部と、
　前記子機の電源をオンする指示が入力された場合に前記供給電源部に前記子機への電源
供給を開始させ、前記子機の電源をオフする指示が入力された場合に前記供給電源部に前
記子機に供給されている電源を停止させる親機制御部と、
　を有し、
　前記子機は、
　前記２線ケーブルを介して前記親機から送信された前記電源供給用の電力と、前記デジ
タル通信信号とを分離して前記デジタル通信信号を出力し、前記親機から供給された電源
を受給して前記子機の各構成に供給する子機ケーブル接続部と、
　前記親機から受信したデジタル通信信号の再生を行い、前記親機に対して送信するデジ
タル通信信号を前記子機ケーブル接続部に送信する子機制御部と、
　を有する、ドアホンシステム。
【請求項２】
　前記親機は、
　前記供給電源部と前記親機ケーブル接続部との接続状態をオンとオフとの間で切り替え
るスイッチ部をさらに有し、
　前記親機制御部は、
　前記子機の電源をオンする指示が入力された場合に前記スイッチ部をオンし、前記子機
の電源をオフする指示が入力された場合に前記スイッチ部をオフする、
　請求項１に記載のドアホンシステム。
【請求項３】
　複数の前記子機を有する前記ドアホンシステムであって、
　前記親機は、
　前記複数の子機のそれぞれと前記２線ケーブルを介して接続された複数の親機ケーブル
接続部を有し、
　前記スイッチ部は、前記供給電源部と全ての前記複数の親機ケーブル接続部との接続状
態を切り替える、
　請求項２に記載のドアホンシステム。
【請求項４】
　複数の前記子機を有する前記ドアホンシステムであって、
　前記親機は、
　前記複数の子機のそれぞれと前記２線ケーブルを介して接続された複数の親機ケーブル
接続部と、
　前記供給電源部と前記複数の親機ケーブル接続部とのそれぞれの接続状態を個別に切り
替える複数のスイッチ部と、
　をさらに有する請求項２に記載のドアホンシステム。
【請求項５】
　前記親機制御部は、前記親機の動作をリセットする指示に応じて前記親機がリセット動
作を行う場合に、前記リセット動作中、前記供給電源部の前記子機に対する電源の供給を
停止したままにする、
　請求項１に記載のドアホンシステム。
【請求項６】
　前記親機制御部は、前記子機の電源をオフした後に前記子機の電源をオンする指示が入
力されたとき、前記子機の電源がオフされてから前記子機内の電荷が全て放電される所定
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の時間が経過するまで待機してから前記供給電源部の前記子機に対する電源の供給を開始
させる、
　請求項１に記載のドアホンシステム。
【請求項７】
　親機と子機とが２線ケーブルを介して接続されたドアホンシステムにおける通信方法で
あって、
　前記親機は、
　前記親機の各構成および前記子機に対して電源を供給し、
　前記子機との双方向デジタル通信信号の送受信と、前記電源供給用の電力の送信とを前
記２線ケーブルを介して行い、
　前記子機の電源をオンする指示が入力された場合に前記子機への電源供給を開始し、前
記子機の電源をオフする指示が入力された場合に前記子機に供給する電源を停止し、
　前記子機は、
　前記２線ケーブルを介して前記親機から送信された前記電源供給用の電力と、前記デジ
タル通信信号とを分離して前記デジタル通信信号を出力し、
　前記親機から供給された電源を受給して前記子機の各構成に供給し、
　前記親機から受信したデジタル通信信号の再生を行い、前記親機に対してデジタル通信
信号を送信する、
　通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、親機と子機が２線ケーブルによって接続されたドアホンシステムおよびその
通信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、玄関子機にカメラを搭載し、玄関子機とドアホン親機とを２線ケーブルで接続し
、玄関の音声だけでなく映像についても室内のドアホン親機から確認することができるド
アホンシステムが普及している。
【０００３】
　ところが、これら現在普及しているドアホンシステムの多くは、２線ケーブルを使用し
たアナログ通信を行っている。このため、伝送路の特性による波形歪あるいは減衰等によ
り、様々な環境下において、高品質の映像等を伝送することが難しい。また、アナログ通
信の場合、受信側で信号をデジタル化して画像処理して表示する場合など、アナログ信号
をデジタルデータへ変換する機能が必要で、その際の画質の劣化が生じることも考えられ
る。
【０００４】
　そこで、２線ケーブルを使用して玄関子機とドアホン親機との間でデジタル通信を行う
技術が提案されている（例えば、特許文献１参照）。かかる技術によれば、デジタル通信
方式の高品質の映像データ等を、既設の安価な２線ケーブルを使用して送受信することが
できる。このため、既存のアナログ通信方式のドアホンシステムを、より簡単にグレード
アップすることができ、さらに、新規に配線を敷設する場合に比べてコスト面でも有利で
ある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－１２４２２７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
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　このようなドアホンシステムにおいて、２線ケーブルを使用したデジタル通信を行う場
合、２線ケーブルは、送信側が「１」を示す信号を送信したときに、受信側がかかる信号
を「１」として受信するような接続状態、つまり、正接続の状態となっている必要がある
。
【０００７】
　また、２線ケーブルを介して、ドアホン親機から玄関子機に対して電源供給を行う場合
がある。このように２線ケーブルにおいてデジタル通信とドアホン親機による電源供給と
を重畳して行う場合に、２線ケーブルが逆接続の状態でも、デジタル通信とドアホン親機
による電源供給の両方を正常に行う技術は提案されていない。
【０００８】
　本開示の目的は、２線ケーブルが逆接続の状態でも、デジタル通信と電源供給とを正常
に行うことができるドアホンシステムおよび通信方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本開示のドアホンシステムは、親機と子機とが２線ケーブルを介して接続されたドアホ
ンシステムであって、前記親機は、前記親機の各構成および前記子機に対して電源を供給
する供給電源部と、前記子機との双方向デジタル通信信号の送受信と、前記電源供給用の
電力の送信とを前記２線ケーブルを介して行う親機ケーブル接続部と、前記子機の電源を
オンする指示が入力された場合に前記供給電源部に前記子機への電源供給を開始させ、前
記子機の電源をオフする指示が入力された場合に前記供給電源部に前記子機に供給されて
いる電源を停止させる親機制御部と、を有し、前記子機は、前記２線ケーブルを介して前
記親機から送信された前記電源供給用の電力と、前記デジタル通信信号とを分離して前記
デジタル通信信号を出力し、前記親機から供給された電源を受給して前記子機の各構成に
供給する子機ケーブル接続部と、前記親機から受信したデジタル通信信号の再生を行い、
前記親機に対して送信するデジタル通信信号を前記子機ケーブル接続部に送信する子機制
御部と、を有する。
【００１０】
　本開示の通信方法は、親機と子機とが２線ケーブルを介して接続されたドアホンシステ
ムにおける通信方法であって、前記親機は、前記親機の各構成および前記子機に対して電
源を供給し、前記子機との双方向デジタル通信信号の送受信と、前記電源供給用の電力の
送信とを前記２線ケーブルを介して行い、前記子機の電源をオンする指示が入力された場
合に前記子機への電源供給を開始し、前記子機の電源をオフする指示が入力された場合に
前記子機に供給する電源を停止し、前記子機は、前記２線ケーブルを介して前記親機から
送信された前記電源供給用の電力と、前記デジタル通信信号とを分離して前記デジタル通
信信号を出力し、前記親機から供給された電源を受給して前記子機の各構成に供給し、前
記親機から受信したデジタル通信信号の再生を行い、前記親機に対してデジタル通信信号
を送信する。
【発明の効果】
【００１１】
　本開示によれば、２線ケーブルが逆接続の状態でも、デジタル通信と電源供給とを正常
に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本開示の一実施の形態に係るドアホンシステムの構成を示すシステム構成図
【図２Ａ】本開示の一実施の形態に係るフレーム構成、タイムスロット構成を示すフレー
ム構成図
【図２Ｂ】本開示の一実施の形態に係る割り込み信号の構成図
【図３】本開示の一実施の形態に係る玄関子機の構成を示すブロック図
【図４】本開示の一実施の形態に係るドアホン親機の構成を示すブロック図
【図５】本開示の一実施の形態に係る増設モニタの構成を示すブロック図
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【図６】パケットデータ（１ビット）に対する変調処理の一例を示す図
【図７】パケットデータ（複数ビット）に対する変調処理の一例を示す図
【図８】本開示の一実施の形態において使用されるプリアンブルデータの一例を示す図
【図９】本開示の一実施の形態に係る玄関子機の受信データ処理部の内部構成を示すブロ
ック図
【図１０】本開示の一実施の形態に係る玄関子機の同期検出処理の一例を示す図
【図１１】本開示の一実施の形態に係る玄関子機のユニークパターンの検出を説明する図
【図１２】本開示の一実施の形態に係る同期検出処理の動作の一例を示すフローチャート
【図１３】玄関子機のケーブル接続部とドアホン親機のケーブル接続部の構成を示した図
【図１４】本開示の一実施の形態において、ドアホン機能が要求された際の玄関子機の動
作の一例を示すフローチャート
【図１５】本開示の一実施の形態において、ドアホン機能が要求された際のドアホン親機
の動作の一例を示すフローチャート
【図１６】本開示の一実施の形態において、ドアホン親機による玄関子機のリセット制御
時の動作の一例を示すフローチャート
【図１７】他の実施の形態１におけるドアホン親機の構成を示すブロック図
【図１８】他の実施の形態２における玄関子機の構成を示すブロック図
【図１９】２線ケーブルが正接続の場合の様子を示す模式図
【図２０】２線ケーブルが逆接続の場合の様子を示す第１の模式図
【図２１】２線ケーブルが逆接続の場合の様子を示す第２の模式図
【図２２】２線ケーブルが逆接続の場合の様子を示す第３の模式図
【図２３】２線ケーブルが逆接続の場合の様子を示す第４の模式図
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本開示の各実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。ただし、必要以
上に詳細な説明、例えば、既によく知られた事項の詳細説明や実質的に同一の構成に対す
る重複説明等は省略する場合がある。
【００１４】
　なお、以下の説明および参照される図面は、当業者が本開示を理解するために提供され
るものであって、本開示の請求の範囲を限定するためのものではない。
【００１５】
　＜システムの概要＞
　まず、本開示の一実施の形態に係るドアホンシステムの概要について、図１を用いて説
明する。図１に示すように、ドアホンシステム１は、玄関子機１００と、ドアホン親機２
００と、から構成される。なお、図１では、ドアホン親機２００に３台の玄関子機１００
－１、１００－２、１００－３が接続している場合を例示している。また、ドアホンシス
テム１には、増設モニタ３００を追加しても良い。さらに、ドアホンシステム１は、他の
ドアホンシステムと接続することもできる。
【００１６】
　玄関子機１００は、例えば、住宅等の玄関先に設けられる。ドアホン親機２００および
増設モニタ３００は、例えば、住宅等の宅内に設けられ、壁に固定されたり、テーブルま
たは台の上等に載置されたりする。玄関子機１００とドアホン親機２００とは、１対の銅
線から成る２線ケーブルにより接続されている。増設モニタ３００は、２線ケーブルによ
りドアホン親機２００と接続される。
【００１７】
　ドアホン親機２００は、玄関子機１００と通信を行い、玄関子機１００から映像データ
、音声データおよび制御データを受信し、音声データおよび制御データを送信する。また
、ドアホン親機２００は、増設モニタ３００と通信を行い、玄関子機１００から受信した
映像データ、音声データおよび制御データを増設モニタ３００に転送し、増設モニタ３０
０から受信した音声データおよび制御データを玄関子機１００に転送する。
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【００１８】
　なお、以下の説明において、玄関子機１００あるいは増設モニタ３００からドアホン親
機２００への方向を「上り方向」といい、玄関子機１００あるいは増設モニタ３００から
上り方向に送信されるパケット、信号をそれぞれ「上りパケット」、「上り信号」という
。また、ドアホン親機２００から玄関子機１００あるいは増設モニタ３００への方向を「
下り方向」といい、ドアホン親機２００から下り方向に送信されるパケット、信号をそれ
ぞれ「下りパケット」、「下り信号」という。
【００１９】
　＜フレーム構成、タイムスロット構成＞
　次に、本実施の形態に係る同期通信時のフレーム構成、タイムスロット構成について図
２Ａを用いて説明する。図２Ａに示すように、各フレームは、48000bitsの領域を有し、1
0ms周期、4.8Mbpsのビットレートであり、２４個のタイムスロットに分割される。従って
、各タイムスロットは、2000bits=250bytesの領域を有し、0.416ms周期、4.8Mbpsのビッ
トレートになる。
【００２０】
　各タイムスロットは、52byteのガードスペース（Guard）、4byteのプリアンブルフィー
ルド、2byteのシンクフィールド（Sync）、32byteの制御データフィールド、160byteのユ
ーザデータフィールドに分けられている。
【００２１】
　ガードスペースは、伝播遅延時間差やクロックジッタ等によるタイムスロットの衝突を
避けるための時間である。プリアンブルフィールドには、所定のユニークパターンを有す
るプリアンブルデータ（後述）が付加される。シンクフィールドには、所定のシンクパタ
ーンが付加される。制御データフィールドには、制御データが付加される。ユーザデータ
フィールドには、画像データおよび音声データが付加される。ここでシンクパターンとは
、シンクフィールドに配置された既知のデータあるいはデータ列であって、受信データ受
信時の同期を確立するために用いられ、受信データが正確なタイミングで受信されたこと
を確認するための予め規定した既知のデータパターンである。
【００２２】
　＜割り込み信号の構成＞
　次に、本実施の形態に係る非同期通信時の割り込み信号の構成について図２Ｂを用いて
説明する。
【００２３】
　図２Ｂに示すように、割り込み信号は、4byteのプリアンブルフィールド、2byteのシン
クフィールド（Sync）、32byteの制御データフィールドに分けられている。さらに、図２
Ｂに示す割り込み信号には、将来の拡張用として、30byteのユーザデータフィールドが設
けられている。
【００２４】
　割り込み信号のプリアンブルデータおよびシンクパターンは、図２Ａに示した同期通信
時のタイムスロットと同一のものである。これにより、同期通信時と非同期通信時とで受
信部等を共用できるため、コストを抑えることができる。
【００２５】
　割り込み信号の制御データフィールドには、メッセージ種別（同期要求等）、送信元機
器番号（ＩＤ）等の制御情報が書き込まれる。割り込み信号のユーザデータフィールドは
、機器異常情報（機器の異常を検知したことを示す情報）等、メッセージ種別に応じた詳
細情報を通知するフィールドとして使用しても良い。
【００２６】
　なお、図２Ｂに示す割り込み信号は、接続機器の初期登録時にも使用される。
【００２７】
　＜玄関子機の構成＞
　次に、玄関子機１００の構成について、図３のブロック図を用いて説明する。図３に示
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すように、玄関子機１００は、ケーブル接続部１０１（本開示の子機ケーブル接続部）、
キー入力部１０２、スピーカ１０３、マイク１０４、音声Ｉ／Ｆ（インターフェイス）部
１０５、カメラ部１０６および制御部１０７（本開示の子機制御部）を有する。制御部１
０７は、内部に、第１クロック生成部１３１、パケット生成部１３２、データ再生部１３
３、接続状態検出部１３４を有する。また、玄関子機１００は、送信データ処理部１０８
、送信データ反転部１０９、送信ドライバ１１０、受信ドライバ１１１、受信データ反転
部１１２、受信データ処理部１１３、識別子記憶部１１４を有する。
【００２８】
　ケーブル接続部１０１は、２線ケーブル用の接続端子を含み、２線ケーブルの玄関側の
一端と、受信ドライバ１１１および送信ドライバ１１０との間を、信号を伝送可能な状態
で接続する。なお、２線ケーブルの他端は、ドアホン親機２００に接続される。また、ケ
ーブル接続部１０１は、２線ケーブルを介してドアホン親機２００からの電源供給を受け
、玄関子機１００の各部に対して電源を供給する。ケーブル接続部１０１の構成の詳細に
ついては後述する。
【００２９】
　キー入力部１０２は、呼出ボタンを含み、呼出ボタンが操作されたとき、その旨を示す
信号を制御部１０７に出力する。
【００３０】
　スピーカ１０３は、音声Ｉ／Ｆ部１０５から出力されたアナログ音声データを、音声に
変換して出力する。
【００３１】
　マイク１０４は、周囲の音声を集音してアナログ音声データに変換し、音声Ｉ／Ｆ部１
０５に出力する。
【００３２】
　音声Ｉ／Ｆ部１０５は、制御部１０７から出力されたデジタル音声データを、アナログ
音声データに変換し、信号レベルを調整して、スピーカ１０３に出力する。また、音声Ｉ
／Ｆ部１０５は、マイク１０４から出力されたアナログ音声データを、信号レベルを調整
し、デジタル音声データに変換して、制御部１０７に出力する。かかるアナログ／デジタ
ル変換は、Ａ／Ｄ，Ｄ／Ａ変換器（図示せず）により行われる。
【００３３】
　なお、音声Ｉ／Ｆ部１０５は、マイク１０４から出力されたアナログ音声データをデジ
タル変換したデータに対して、所定の音声圧縮処理を行って得られるデータを、デジタル
音声データとして制御部１０７に出力してもよい。また、音声Ｉ／Ｆ部１０５は、制御部
１０７から出力されたデジタル音声データが所定の音声圧縮処理を行って得られたデータ
である場合、当該データに対して所定の音声伸張処理を行ってから、デジタル／アナログ
変換を行う。
【００３４】
　カメラ部１０６は、デジタルカメラを含み、玄関の映像を撮影し、デジタル映像データ
を生成して、制御部１０７に出力する。なお、カメラ部１０６は、エンコーダモジュール
を搭載していてもよい。すなわち、カメラ部１０６は、デジタルカメラから出力された映
像データに対してＨ.２６４等の所定の動画圧縮処理を行って得られるデータを、デジタ
ル映像データとして制御部１０７に出力してもよい。
【００３５】
　制御部１０７は、玄関子機１００の各部の制御を行う。また、制御部１０７は、送信を
許可する送信区間、および、受信を許可する受信区間を指示する切り替え制御信号（SW C
ON）を送信ドライバ１１０および受信ドライバ１１１に出力する。
【００３６】
　制御部１０７の第１クロック生成部１３１は、受信データをサンプリングするためのク
ロックであって、水晶発振を基準に、受信データのビットレートのｎ倍（ｎは１以上）に
対応する第１周波数（例えば、48MHz（ｎ＝１０））のクロック（CLK）を生成し、受信デ
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ータ処理部１１３に出力する。
【００３７】
　制御部１０７のパケット生成部１３２は、映像付き通話を実現するための上りパケット
を生成する。具体的には、パケット生成部１３２は、音声Ｉ／Ｆ部１０５から出力された
デジタル音声データおよびカメラ部１０６から出力されたデジタル映像データを適宜分割
して各タイムスロットのユーザデータフィールドに書き込み、自機（玄関子機１００）に
固有の識別子（以下、「自機ＩＤｓｌａｖｅ」という）および通信相手のドアホン親機２
００の識別子（以下、「ＩＤｍａｓｔｅｒ」という）を含む制御データを各タイムスロッ
トの制御データフィールドに書き込む。さらに、パケット生成部１３２は、各タイムスロ
ットに、プリアンブルデータ、シンクパターンを書き込み、上りパケット（送信データ）
を生成する。さらに、パケット生成部１３２は、送信用のイネーブル信号（SSCS）および
送信用の第２周波数（例えば、4.8MHz）のクロック（SSCK）を生成する。そして、パケッ
ト生成部１３２は、上りパケットを、送信用のイネーブル信号（SSCS）およびクロック（
SSCK）と同期させて、送信データ処理部１０８に出力する。
【００３８】
　なお、玄関子機１００とドアホン親機２００との間でデータが送受されない待機状態で
は、パケット生成部１３２は、上りパケットを生成しない。また、待機状態（非同期通信
時）において、呼出ボタンが操作される等の所定のイベントが発生すると、パケット生成
部１３２は、プリアンブルデータ、シンクパターン、制御データを書き込んだ上りパケッ
ト（割り込み信号）を生成する。なお、非同期通信時の割り込み信号において使用される
プリアンブルとシンクパターンは、同期通信時に使用されるものと同一である。
【００３９】
　制御部１０７のデータ再生部１３３は、受信データ処理部１１３からイネーブル信号（
SSCS）を入力すると、受信データ処理部１１３から出力された第２周波数のクロック（SS
CK）を使用し、受信データ処理部１１３から出力された下りパケット（復号データ）に含
まれるデジタル音声データを音声Ｉ／Ｆ部１０５に出力し、下りパケット（復号データ）
に含まれるシンクパターンを接続状態検出部１３４に出力する。なお、データ再生部１３
３は、初期登録時に、下りパケットに含まれる自機ＩＤｓｌａｖｅおよびＩＤｍａｓｔｅ
ｒを識別子記憶部１１４に記憶させる。
【００４０】
　また、データ再生部１３３は、待機状態（非同期通信時）において所定のイベントが発
生し、下り信号（割り込み信号）を入力した場合、下り信号を復調して下りパケットを取
得し、下りパケットに含まれるシンクパターンを接続状態検出部１３４に出力する。デー
タ再生部１３３は、接続状態検出部１３４において正確に割り込み信号を捕捉できたこと
を確認した後、割り込み信号の制御データを抽出する。制御データが同期要求であれば、
玄関子機１００は、ドアホン親機２００との同期処理に移行する。
【００４１】
　制御部１０７の接続状態検出部１３４は、２線ケーブルが正接続である場合のチェック
用シンクパターン（以下、「正接続チェック用シンクパターン」という（例えば、16bit
全てが「０」））、および、正接続チェック用シンクパターンの逆のパターンであって、
２線ケーブルが逆接続である場合のチェック用シンクパターン（以下、「逆接続チェック
用シンクパターン」という（例えば、16bit全てが「１」））を記憶している。
【００４２】
　そして、接続状態検出部１３４は、データ再生部１３３から出力された受信データのシ
ンクパターンを、正接続チェック用シンクパターンおよび逆接続チェック用シンクパター
ンと照合する。接続状態検出部１３４は、受信データのシンクパターンと正接続チェック
用シンクパターンが完全に一致した場合に２線ケーブルが正接続であると判定し、受信デ
ータのシンクパターンと逆接続チェック用シンクパターンが完全に一致した場合に２線ケ
ーブルが逆接続であると判定する。そして、接続状態検出部１３４は、判定結果を示す反
転制御信号（INV CON）を、送信データ反転部１０９および受信データ反転部１１２に出
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力する。
【００４３】
　送信データ処理部１０８は、パケット生成部１３２からイネーブル信号（SSCS）を入力
すると、パケット生成部１３２から出力された第２周波数のクロック（SSCK）を使用し、
パケット生成部１３２から出力された上りパケットのデータに対して変調処理を行って上
り信号を生成し、送信データ反転部１０９に出力する。なお、送信データ処理部１０８の
変調処理の詳細（具体例）については後述する。
【００４４】
　送信データ反転部１０９は、接続状態検出部１３４において２線ケーブルが逆接続であ
ると判定された場合、送信データ処理部１０８から出力された上り信号を反転させて送信
ドライバ１１０に出力する。一方、送信データ反転部１０９は、接続状態検出部１３４に
おいて２線ケーブルが正接続であると判定された場合、送信データ処理部１０８から出力
された上り信号をそのまま送信ドライバ１１０に出力する。
【００４５】
　送信ドライバ１１０は、制御部１０７からの切り替え制御信号（SW CON）によって指示
された送信区間において、上り信号を、ケーブル接続部１０１を介してドアホン親機２０
０に送信する。
【００４６】
　受信ドライバ１１１は、ドアホン親機２００から送信された下り信号を、ケーブル接続
部１０１を介して受信する。そして、受信ドライバ１１１は、制御部１０７からの切り替
え制御信号（SW CON）によって指示された受信区間において、下り信号を、受信データ反
転部１１２に出力する。
【００４７】
　受信データ反転部１１２は、接続状態検出部１３４において２線ケーブルが逆接続であ
ると判定された場合、受信ドライバ１１１から出力された下り信号を反転させて受信デー
タ処理部１１３に出力する。一方、受信データ反転部１１２は、接続状態検出部１３４に
おいて２線ケーブルが正接続であると判定された場合、受信ドライバ１１１から出力され
た下り信号をそのまま受信データ処理部１１３に出力する。
【００４８】
　受信データ処理部１１３は、第１クロック生成部１３１から出力された第１周波数のク
ロック（CLK）を使用し、受信ドライバ１１１から出力された下り信号に含まれるプリア
ンブルデータを用いてドアホン親機２００との同期（受信データの各ビットの先頭のタイ
ミング）を検出する。そして、受信データ処理部１１３は、プリアンブルデータのユニー
クパターンを検出したタイミングで、データ再生動作を許可するイネーブル信号（SSCS）
をデータ再生部１３３に出力する。
【００４９】
　また、受信データ処理部１１３は、受信データ反転部１１２から出力された下り信号（
受信データ）を復号し、復号データをデータ再生部１３３に出力する。また、受信データ
処理部１１３は、第１クロック生成部１３１から出力された第１周波数のクロック（CLK
）を基準に、受信データのビットレートに対応する第２周波数（例えば、4.8MHz）のクロ
ック（SSCK）を生成し、データ再生部１３３に出力する。なお、受信データ処理部１１３
の構成の詳細については、後述する。
【００５０】
　識別子記憶部１１４は、ドアホン親機２００から受信した自機ＩＤｓｌａｖｅおよびＩ
Ｄｍａｓｔｅｒを記憶する。
【００５１】
　＜ドアホン親機の構成＞
　次に、ドアホン親機２００の構成について、図４のブロック図を用いて説明する。図４
に示すように、ドアホン親機２００は、ケーブル接続部２０１（本開示の親機ケーブル接
続部）、キー入力部２０２、スピーカ２０３、マイク２０４、音声Ｉ／Ｆ部２０５、ディ
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スプレイ部２０６および制御部２０７（本開示の親機制御部）を有する。制御部２０７は
、内部に、第１クロック生成部２３１、パケット生成部２３２、データ再生部２３３、接
続状態検出部２３４、識別子設定部２３５、通信制御部２３６を有する。また、ドアホン
親機２００は、送信データ処理部２０８、送信データ反転部２０９、送信ドライバ２１０
、受信ドライバ２１１およびルーティング制御部２１２、受信データ処理部２１３、識別
子記憶部２１４を有する。なお、ドアホン親機２００は、ケーブル接続部２０１、送信ド
ライバ２１０および受信ドライバ２１１を、Ｎ個（Ｎは自然数）有する。また、ドアホン
親機２００は、供給電源部２２１（本開示の供給電源部）、安定化電源部２２２、スイッ
チ部２２３（本開示のスイッチ部）を有する。
【００５２】
　ケーブル接続部２０１－ｉ（ｉは１からＮまでの何れかの整数）は、２線ケーブル用の
接続端子を含み、２線ケーブルの室内側の一端と、送信ドライバ２１０－ｉおよび受信ド
ライバ２１１－ｉとの間を、信号を伝送可能な状態で接続する。なお、各２線ケーブルの
他端は、玄関子機１００、増設モニタ３００あるいは他のドアホンシステムの親機に接続
される。図４では、ケーブル接続部２０１－１が、他のドアホンシステムの親機に接続さ
れている場合を例示している。
【００５３】
　また、ケーブル接続部２０１－ｉは、２線ケーブルを介して供給電源部２２１からの電
力を玄関子機１００あるいは増設モニタ３００に対して供給する。ケーブル接続部２０１
－ｉの構成の詳細については後述する。
【００５４】
　キー入力部２０２は、応答ボタンを含み、応答ボタンが操作されたとき、その旨を示す
信号を制御部２０７に出力する。
【００５５】
　スピーカ２０３は、音声Ｉ／Ｆ部２０５から出力されたアナログ音声データを、音声に
変換して出力する。
【００５６】
　マイク２０４は、周囲の音声を集音してアナログ音声データに変換し、音声Ｉ／Ｆ部２
０５に出力する。
【００５７】
　音声Ｉ／Ｆ部２０５は、制御部２０７から出力されたデジタル音声データを、アナログ
音声データに変換し、信号レベルを調整して、スピーカ２０３に出力する。また、音声Ｉ
／Ｆ部２０５は、マイク２０４から出力されたアナログ音声データを、信号レベルを調整
し、デジタル音声データに変換して、制御部２０７に出力する。かかるアナログ／デジタ
ル変換は、Ａ／Ｄ，Ｄ／Ａ変換器（図示せず）により行われる。
【００５８】
　なお、音声Ｉ／Ｆ部２０５は、マイク２０４から出力されたアナログ音声データをデジ
タル変換したデータに対して、所定の音声圧縮処理を行って得られるデータを、デジタル
音声データとして制御部２０７に出力してもよい。また、音声Ｉ／Ｆ部２０５は、制御部
２０７から出力されたデジタル音声データが所定の音声圧縮処理を行って得られたデータ
である場合、当該データに対して所定の音声伸張処理を行ってから、デジタル／アナログ
変換を行う。
【００５９】
　ディスプレイ部２０６は、液晶ディスプレイを含み、制御部２０７から出力されたデジ
タル映像データを再生し、玄関の映像を表示する。なお、制御部２０７から出力されたデ
ジタル映像データが所定の動画圧縮処理を行って得られたデータである場合、当該データ
に対して所定の動画伸張処理を行って、映像表示を行う。
【００６０】
　制御部２０７は、ドアホン親機２００の各部の制御を行う。また、制御部２０７は、送
信を許可する送信区間、および、受信を許可する受信区間を指示する切り替え制御信号（
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SW CON）を各送信ドライバ２１０－ｉ、各受信ドライバ２１１－ｉおよびルーティング制
御部２１２に出力する。
【００６１】
　制御部２０７の第１クロック生成部２３１は、受信データをサンプリングするためのク
ロックであって、水晶発振を基準に、受信データのビットレートのｎ倍に対応する第１周
波数（例えば、48MHz（ｎ＝１０））のクロック（CLK）を生成し、受信データ処理部２１
３に出力する。
【００６２】
　制御部２０７のパケット生成部２３２は、映像付き通話を実現するための下りパケット
を生成する。具体的には、パケット生成部２３２は、音声Ｉ／Ｆ部２０５から出力された
デジタル音声データを適宜分割して各タイムスロットのユーザデータフィールドに書き込
み、自機（ドアホン親機２００）に固有の識別子（以下、「自機ＩＤｍａｓｔｅｒ」とい
う）および通信相手の機器の識別子を含む制御データを各タイムスロットの制御データフ
ィールドに書き込む。さらに、パケット生成部２３２は、各タイムスロットに、プリアン
ブルデータ、シンクパターンを書き込み、下りパケット（送信データ）を生成する。さら
に、パケット生成部２３２は、送信用のイネーブル信号（SSCS）および送信用の第２周波
数（例えば、4.8MHz）のクロック（SSCK）を生成する。そして、パケット生成部２３２は
、下りパケットを、送信用のイネーブル信号（SSCS）およびクロック（SSCK）と同期させ
て、送信データ処理部２０８に出力する。
【００６３】
　また、パケット生成部２３２は、ドアホン親機２００の動作あるいは玄関子機１００の
動作に関する制御データを、玄関子機１００への送信の対象となるデータとして送信デー
タ処理部２０８に出力してもよい。かかる制御データには、例えば、ドアホン親機２００
から玄関子機１００のカメラ動作（データレート、パン、チルト、ライト、シャッター、
およびフィルタ等の動作）や、玄関子機１００に備えられた各種センサデバイスの動作を
、ドアホン親機２００から制御するための制御信号が含まれる。また、かかる制御データ
には、玄関子機１００に備えられた無線通信回路等（図示せず）を介して屋外に配置され
たデバイス（門の電子鍵等）の動作を制御するための制御信号が含まれる。
【００６４】
　パケット生成部２３２は、玄関子機１００、増設モニタ３００等の機器の初期登録時に
おいて、識別子設定部２３５にて設定された、登録対象の機器に割り当てた固有の識別子
を含む下り信号を生成する。
【００６５】
　なお、玄関子機１００（あるいは増設モニタ３００）とドアホン親機２００との間でデ
ータが送受されない待機状態では、パケット生成部２３２は、下りパケットを生成しない
。また、待機状態（非同期通信時）において、応答ボタンが操作される等の所定のイベン
トが発生すると、パケット生成部２３２は、プリアンブルデータ、シンクパターン、制御
データを書き込んだ下りパケット（割り込み信号）を生成する。なお、非同期通信時の割
り込み信号において使用されるプリアンブルとシンクパターンは、同期通信時に使用され
るものと同一である。
【００６６】
　制御部２０７のデータ再生部２３３は、受信データ処理部２１３からイネーブル信号（
SSCS）を入力すると、受信データ処理部２１３から出力された第２周波数のクロック（SS
CK）を使用し、受信データ処理部２１３から出力された上りパケット（復号データ）に含
まれるデジタル音声データを音声Ｉ／Ｆ部２０５に出力し、上りパケットに含まれるデジ
タル映像データをディスプレイ部２０６に出力し、上りパケットに含まれるシンクパター
ンを接続状態検出部２３４に出力する。
【００６７】
　また、データ再生部２３３は、待機状態（非同期通信時）において所定のイベントが発
生し、上り信号（割り込み信号）を入力した場合、上り信号を復調して上りパケットを取
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得し、上りパケットに含まれるシンクパターンを接続状態検出部２３４に出力する。デー
タ再生部２３３は、接続状態検出部２３４において正確に割り込み信号を捕捉できたこと
を確認した後、割り込み信号の制御データを抽出する。制御データが同期要求であれば、
ドアホン親機２００は、玄関子機１００あるいは増設モニタ３００との同期処理に移行す
る。
【００６８】
　制御部２０７の接続状態検出部２３４は、正接続チェック用シンクパターンおよび逆接
続チェック用シンクパターンを記憶し、データ再生部２３３から出力された受信データの
シンクパターンを、正接続チェック用シンクパターンおよび逆接続チェック用シンクパタ
ーンと照合する。接続状態検出部２３４は、受信データのシンクパターンと正接続チェッ
ク用シンクパターンが完全に一致した場合に２線ケーブルが正接続であると判定し、受信
データのシンクパターンと逆接続チェック用シンクパターンが完全に一致した場合に２線
ケーブルが逆接続であると判定する。そして、接続状態検出部２３４は、判定結果を示す
反転制御信号（INV CON）を、送信データ反転部２０９に出力する。
【００６９】
　制御部２０７の識別子設定部２３５は、玄関子機１００、増設モニタ３００等の機器の
初期登録時において、各登録対象の機器に割り当てる固有の識別子を設定し、パケット生
成部２３２に出力し、識別子記憶部２１４に記録させる。また、識別子設定部２３５は、
必要に応じて、識別子記憶部２１４に記録された識別子を読み出す。なお、識別子設定部
２３５は、識別子を送信してから所定の時間が経過しても、データ再生部２３３から識別
子の受領確認が入力されなかった場合には、再び、設定した識別子をパケット生成部２３
２に出力する。
【００７０】
　送信データ処理部２０８は、パケット生成部２３２からイネーブル信号（SSCS）を入力
すると、パケット生成部２３２から出力された第２周波数のクロック（SSCK）を使用し、
パケット生成部２３２から出力された下りパケットのデータに対して変調処理を行って下
り信号を生成し、ルーティング制御部２１２に出力する。
【００７１】
　送信データ反転部２０９は、接続状態検出部２３４において２線ケーブルが逆接続であ
ると判定された場合、ルーティング制御部２１２から出力された下り信号を反転させて送
信ドライバ２１０－１に出力する。一方、送信データ反転部２０９は、接続状態検出部２
３４において２線ケーブルが正接続であると判定された場合、ルーティング制御部２１２
から出力された下り信号をそのまま送信ドライバ２１０－１に出力する。
【００７２】
　送信ドライバ２１０－１は、制御部２０７からの切り替え制御信号（SW CON）によって
指示された送信区間において、下り信号を、ケーブル接続部２０１－１を介して他のドア
ホンシステムの親機に送信する。送信ドライバ２１０－ｉ（この場合、ｉは１以外）は、
制御部２０７からの切り替え制御信号（SW CON）によって指示された送信区間において、
下り信号を、ケーブル接続部２０１－ｉを介して玄関子機１００あるいは増設モニタ３０
０に送信する。
【００７３】
　受信ドライバ２１１－ｉは、玄関子機１００、増設モニタ３００あるいは他のドアホン
システムの親機から送信された上り信号を、ケーブル接続部２０１－ｉを介して受信する
。そして、受信ドライバ２１１－ｉは、制御部２０７からの切り替え制御信号（SW CON）
によって指示された受信区間において、上り信号を、ルーティング制御部２１２に出力す
る。
【００７４】
　ルーティング制御部２１２は、玄関子機１００から送信され、受信ドライバ２１１－ｉ
から出力された上り信号を、ドアホン親機２００宛である場合には受信データ処理部２１
３に出力し、増設モニタ３００宛である場合には対応の送信ドライバ２１０－ｉに出力す
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る。また、ルーティング制御部２１２は、送信データ処理部２０８から出力された玄関子
機１００宛の下り信号を、対応の送信ドライバ２１０－ｉに出力する。また、ルーティン
グ制御部２１２は、増設モニタ３００から送信され、受信ドライバ２１１－ｉから出力さ
れた玄関子機１００宛の上り信号を、対応の送信ドライバ２１０－ｉに出力する。また、
ルーティング制御部２１２は、ルーティング（通信ルートの有効／無効）の制御を行う。
なお、ルーティング制御部２１２が行うルーティング制御の具体例については後述する。
【００７５】
　受信データ処理部２１３は、第１クロック生成部２３１から出力された第１周波数のク
ロック（CLK）を使用し、ルーティング制御部２１２から出力された上り信号に含まれる
プリアンブルデータを用いて玄関子機１００との同期（受信データの各ビットの先頭のタ
イミング）を検出する。そして、受信データ処理部２１３は、プリアンブルデータのユニ
ークパターンを検出したタイミングで、データ再生動作を許可するイネーブル信号（SSCS
）をデータ再生部２３３に出力する。
【００７６】
　また、受信データ処理部２１３は、ルーティング制御部２１２から出力された上り信号
（受信データ）を復号し、復号データをデータ再生部２３３に出力する。また、受信デー
タ処理部２１３は、第１クロック生成部２３１から出力された第１周波数のクロック（CL
K）を基準に、受信データのビットレートに対応する第２周波数（例えば、4.8MHz）のク
ロック（SSCK）を生成し、データ再生部２３３に出力する。
【００７７】
　識別子記憶部２１４は、自機ＩＤｍａｓｔｅｒ、および、各機器（玄関子機１００、増
設モニタ３００、他のドアホンシステムの親機）の識別子を記憶する。
【００７８】
　供給電源部２２１は、所定の商用電源に接続され、ＡＣ／ＤＣコンバータで交流電力を
直流に変換して安定化電源部２２２に供給する。また、供給電源部２２１は、スイッチ部
２２３およびケーブル接続部２０１－ｉを介して、ケーブル接続部２０１－ｉに接続され
た機器に電力を供給する。
【００７９】
　ただし、ケーブル接続部２０１－ｉに接続された機器（玄関子機１００や他のドアホン
親機、増設モニタ３００等）が独自に商用電源等の電源を使用する場合は、ドアホン親機
２００の供給電源部２２１からの電源供給はしない構成にすれば良い。あるいは、ケーブ
ル接続部２０１－ｉに接続された機器は、ドアホン親機２００からの電源受給が可能な構
成の場合でも、電源受給を受けない構成にしても良い。
【００８０】
　安定化電源部２２２は、供給電源部２２１から得た直流電力をドアホン親機２００の各
構成に供給する。
【００８１】
　スイッチ部２２３は、供給電源部２２１とケーブル接続部２０１－ｉの間に設けられた
スイッチである。スイッチ部２２３がオンの場合、供給電源部２２１とケーブル接続部２
０１－ｉとが接続され、ケーブル接続部２０１－１からケーブル接続部２０１－Ｎまでの
全てに対して供給電源部２２１からの電力供給が行われる。一方、スイッチ部２２３がオ
フの場合、供給電源部２２１とケーブル接続部２０１－ｉとの接続が解除され、ケーブル
接続部２０１－１からケーブル接続部２０１－Ｎまでの全てに対する供給電源部２２１か
らの電力供給が行われない。スイッチ部２２３は、例えば通信制御部２３６からの制御信
号（slave power ON/OFF）によってオン／オフ制御される。
【００８２】
　制御部２０７の通信制御部２３６は、スイッチ部２２３のオン／オフを制御するスイッ
チ制御信号（slave power ON/OFF）を出力する。通信制御部２３６は、例えばキー入力部
２０２を介して玄関子機１００のリセット指示が入力された場合に、スイッチ部２２３を
オフにした後オンに切り替える制御信号を出力するようにすればよい。
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【００８３】
　＜増設モニタの構成＞
　次に、増設モニタ３００の構成について、図５のブロック図を用いて説明する。図５に
示すように、増設モニタ３００は、ケーブル接続部３０１、キー入力部３０２、スピーカ
３０３、マイク３０４、音声Ｉ／Ｆ（インターフェイス）部３０５、ディスプレイ部３０
６および制御部３０７を有する。制御部３０７は、内部に、第１クロック生成部３３１、
パケット生成部３３２、データ再生部３３３、接続状態検出部３３４を有する。また、増
設モニタ３００は、送信データ処理部３０８、送信データ反転部３０９、送信ドライバ３
１０、受信ドライバ３１１、受信データ反転部３１２、受信データ処理部３１３、識別子
記憶部３１４を有する。
【００８４】
　ケーブル接続部３０１は、２線ケーブル用の接続端子を含み、２線ケーブルの増設モニ
タ側の一端と、受信ドライバ３１１および送信ドライバ３１０との間を、信号を伝送可能
な状態で接続する。なお、２線ケーブルの他端は、ドアホン親機２００に接続される。
【００８５】
　キー入力部３０２は、呼出ボタンを含み、呼出ボタンが操作されたとき、その旨を示す
信号を制御部３０７に出力する。
【００８６】
　スピーカ３０３は、音声Ｉ／Ｆ部３０５から出力されたアナログ音声データを、音声に
変換して出力する。
【００８７】
　マイク３０４は、周囲の音声を集音してアナログ音声データに変換し、音声Ｉ／Ｆ部３
０５に出力する。
【００８８】
　音声Ｉ／Ｆ部３０５は、制御部３０７から出力されたデジタル音声データを、アナログ
音声データに変換し、信号レベルを調整して、スピーカ３０３に出力する。また、音声Ｉ
／Ｆ部３０５は、マイク３０４から出力されたアナログ音声データを、信号レベルを調整
し、デジタル音声データに変換して、制御部３０７に出力する。かかるアナログ／デジタ
ル変換は、Ａ／Ｄ，Ｄ／Ａ変換器（図示せず）により行われる。
【００８９】
　なお、音声Ｉ／Ｆ部３０５は、マイク３０４から出力されたアナログ音声データをデジ
タル変換したデータに対して、所定の音声圧縮処理を行って得られるデータを、デジタル
音声データとして制御部３０７に出力してもよい。また、音声Ｉ／Ｆ部３０５は、制御部
３０７から出力されたデジタル音声データが所定の音声圧縮処理を行って得られたデータ
である場合、当該データに対して所定の音声伸張処理を行ってから、デジタル／アナログ
変換を行う。
【００９０】
　ディスプレイ部３０６は、液晶ディスプレイを含み、制御部３０７から出力されたデジ
タル映像データを再生し、玄関の映像を表示する。なお、制御部３０７から出力されたデ
ジタル映像データが所定の動画圧縮処理を行って得られたデータである場合、当該データ
に対して所定の動画伸張処理を行って、映像表示を行う。
【００９１】
　制御部３０７は、増設モニタ３００の各部の制御を行う。また、制御部３０７は、送信
を許可する送信区間、および、受信を許可する受信区間を指示する切り替え制御信号（SW
 CON）を送信ドライバ３１０および受信ドライバ３１１に出力する。
【００９２】
　制御部３０７の第１クロック生成部３３１は、受信データをサンプリングするためのク
ロックであって、水晶発振を基準に、受信データのビットレートのｎ倍に対応する第１周
波数（例えば、48MHz（ｎ＝１０））のクロック（CLK）を生成し、受信データ処理部３１
３に出力する。
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【００９３】
　制御部３０７のパケット生成部３３２は、映像付き通話を実現するための上りパケット
を生成する。具体的には、パケット生成部３３２は、音声Ｉ／Ｆ部３０５から出力された
デジタル音声データを適宜分割して各タイムスロットのユーザデータフィールドに書き込
み、自機（増設モニタ３００）に固有の識別子（以下、「自機ＩＤｍｏｎｉｔｏｒ」とい
う）およびＩＤｍａｓｔｅｒを含む制御データを各タイムスロットの制御データフィール
ドに書き込む。さらに、パケット生成部３３２は、各タイムスロットに、プリアンブルデ
ータ、シンクパターンを書き込み、上りパケット（送信データ）を生成する。さらに、パ
ケット生成部３３２は、送信用のイネーブル信号（SSCS）および送信用の第２周波数（例
えば、4.8MHz）のクロック（SSCK）を生成する。そして、パケット生成部３３２は、上り
パケットを、送信用のイネーブル信号（SSCS）およびクロック（SSCK）と同期させて、送
信データ処理部３０８に出力する。
【００９４】
　なお、増設モニタ３００とドアホン親機２００との間でデータが送受されない待機状態
では、パケット生成部３３２は、上りパケットを生成しない。また、待機状態（非同期通
信時）において、呼出ボタンが操作される等の所定のイベントが発生すると、パケット生
成部３３２は、プリアンブルデータ、シンクパターン、制御データを書き込んだ上りパケ
ット（割り込み信号）を生成する。なお、非同期通信時の割り込み信号において使用され
るプリアンブルとシンクパターンは、同期通信時に使用されるものと同一である。
【００９５】
　制御部３０７のデータ再生部３３３は、受信データ処理部３１３からイネーブル信号（
SSCS）を入力すると、受信データ処理部３１３から出力された第２周波数のクロック（SS
CK）を使用し、受信データ処理部３１３から出力された下りパケット（復号データ）に含
まれるデジタル映像データをディスプレイ部３０６に出力し、下りパケットに含まれるデ
ジタル音声データを音声Ｉ／Ｆ部３０５に出力し、下りパケットに含まれるシンクパター
ンを接続状態検出部３３４に出力する。なお、データ再生部３３３は、初期登録時に、下
りパケットに含まれる自機ＩＤｍｏｎｉｔｏｒおよびＩＤｍａｓｔｅｒを識別子記憶部３
１４に記憶させる。
【００９６】
　また、データ再生部３３３は、待機状態（非同期通信時）において所定のイベントが発
生し、下り信号（割り込み信号）を入力した場合、下り信号を復調して下りパケットを取
得し、下りパケットに含まれるシンクパターンを接続状態検出部３３４に出力する。デー
タ再生部３３３は、接続状態検出部３３４において正確に割り込み信号を捕捉できたこと
を確認した後、割り込み信号の制御データを抽出する。制御データが同期要求であれば、
増設モニタ３００は、ドアホン親機２００との同期処理に移行する。
【００９７】
　制御部３０７の接続状態検出部３３４は、正接続チェック用シンクパターンおよび逆接
続チェック用シンクパターンを記憶し、データ再生部３３３から出力された受信データの
シンクパターンを、正接続チェック用シンクパターンおよび逆接続チェック用シンクパタ
ーンと照合する。接続状態検出部３３４は、受信データのシンクパターンと正接続チェッ
ク用シンクパターンが完全に一致した場合に２線ケーブルが正接続であると判定し、受信
データのシンクパターンと逆接続チェック用シンクパターンが完全に一致した場合に２線
ケーブルが逆接続であると判定する。そして、接続状態検出部３３４は、判定結果を示す
反転制御信号（INV CON）を、送信データ反転部３０９および受信データ反転部３１２に
出力する。
【００９８】
　送信データ処理部３０８は、パケット生成部３３２からイネーブル信号（SSCS）を入力
すると、パケット生成部３３２から出力された第２周波数のクロック（SSCK）を使用し、
パケット生成部３３２から出力された上りパケットのデータに対して変調処理を行って上
り信号を生成し、送信データ反転部３０９に出力する。
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【００９９】
　送信データ反転部３０９は、接続状態検出部３３４において２線ケーブルが逆接続であ
ると判定された場合、送信データ処理部３０８から出力された上り信号を反転させて送信
ドライバ３１０に出力する。一方、送信データ反転部３０９は、接続状態検出部３３４に
おいて２線ケーブルが正接続であると判定された場合、送信データ処理部３０８から出力
された上り信号をそのまま送信ドライバ３１０に出力する。
【０１００】
　送信ドライバ３１０は、制御部３０７からの切り替え制御信号（SW CON）によって指示
された送信区間において、上り信号を、ケーブル接続部３０１を介してドアホン親機２０
０に送信する。
【０１０１】
　受信ドライバ３１１は、ドアホン親機２００から送信された下り信号を、ケーブル接続
部３０１を介して受信する。そして、受信ドライバ３１１は、制御部３０７からの切り替
え制御信号（SW CON）によって指示された受信区間において、下り信号を、受信データ反
転部３１２に出力する。
【０１０２】
　受信データ反転部３１２は、接続状態検出部３３４において２線ケーブルが逆接続であ
ると判定された場合、受信ドライバ３１１から出力された下り信号を反転させて受信デー
タ処理部３１３に出力する。一方、受信データ反転部３１２は、接続状態検出部３３４に
おいて２線ケーブルが正接続であると判定された場合、受信ドライバ３１１から出力され
た下り信号をそのまま受信データ処理部３１３に出力する。
【０１０３】
　受信データ処理部３１３は、第１クロック生成部３３１から出力された第１周波数のク
ロック（CLK）を使用し、受信ドライバ３１１から出力された下り信号に含まれるプリア
ンブルデータを用いてドアホン親機２００との同期（受信データの各ビットの先頭のタイ
ミング）を検出する。そして、受信データ処理部３１３は、プリアンブルデータのユニー
クパターンを検出したタイミングで、データ再生動作を許可するイネーブル信号（SSCS）
をデータ再生部３３３に出力する。
【０１０４】
　また、受信データ処理部３１３は、受信データ反転部３１２から出力された下り信号（
受信データ）を復号し、復号データをデータ再生部３３３に出力する。また、受信データ
処理部３１３は、第１クロック生成部１３１から出力された第１周波数のクロック（CLK
）を基準に、受信データのビットレートに対応する第２周波数（例えば、4.8MHz）のクロ
ック（SSCK）を生成し、データ再生部３３３に出力する。
【０１０５】
　識別子記憶部３１４は、ドアホン親機２００から受信した自機ＩＤｍｏｎｉｔｏｒおよ
びＩＤｍａｓｔｅｒを記憶する。
【０１０６】
　なお、本実施の形態においては、増設モニタ３００は、所定の商用電源に接続されてお
り、ＡＣ／ＤＣコンバータが交流電力を直流に変換して、各構成に電源を供給している。
すなわち、増設モニタ３００は、図４に示すドアホン親機２００と同様の供給電源部およ
び安定化電源部を有する（供給電源部および安定化電源部の図示は省略する）。換言すれ
ば、本実施の形態では、増設モニタ３００がドアホン親機２００から２線ケーブルを介し
た電源の供給は受けない場合について説明されている。
【０１０７】
　また、玄関子機１００、ドアホン親機２００および増設モニタ３００は、図示しないが
、例えば、ＣＰＵ（Central Processing Unit）、制御プログラムを格納したＲＯＭ（Rea
d Only Memory）等の記憶媒体、ＲＡＭ（Random Access Memory）等の作業用メモリ、お
よび通信回路をそれぞれ有する。この場合、上記した各部の機能は、ＣＰＵが制御プログ
ラムを実行することにより実現される。



(17) JP 2017-229072 A 2017.12.28

10

20

30

40

50

【０１０８】
　＜変調処理の一例＞
　次に、送信データ処理部１０８（２０８、３０８）が行う変調処理の一例について図６
、図７を用いて説明する。図６、図７では、マンチェスタ符号を採用した場合を示してい
る。
【０１０９】
　送信データ処理部１０８（２０８、３０８）は、周期Ｔｍ毎に、パケットの各データ（
１ビット）に対応する信号を１つ生成する。マンチェスタ符号を採用した場合、図６に示
すように、送信データ処理部１０８（２０８、３０８）は、値「０」のデータ４０１にLo
wからHighへの立上りを発生させ、変調信号４０２を生成する。また、送信データ処理部
１０８（２０８、３０８）は、値「１」のデータ４１１にHighからLowへの立下りを発生
させ、変調信号４１２を生成する。
【０１１０】
　そして、図７に示すように、「０，０，１，・・・，１，０」というデータ列４２１に
対して、送信データ処理部１０８（２０８、３０８）は、各ビットの値に対応して、周期
Ｔｍ毎に立上りあるいは立下りを有する変調信号４２２を生成する。
【０１１１】
　＜プリアンブルデータの一例＞
　次に、本実施の形態において使用されるプリアンブルデータの一例について図８を用い
て説明する。
【０１１２】
　図８に示すように、本実施の形態において使用されるプリアンブルデータ（4byte=32bi
t）は、1byte目から3byte目までが全て「１」のパターンであり、4byte目が、最初から6b
itまでが「１」、7bitが「０」、8bit（最後の1bit）が「１」のパターンである。さらに
、この場合、プリアンブルデータに続くシンクパターンの最初の1bitが「１」である。こ
の結果、図８に示すプリアンブルデータは、4byte目の6bit目から8bit目にかけての隣接
する立下りエッジ間５０１の期間が他よりも長いユニークパターンとなっている。また、
隣接する立下りエッジ間５０１のＨ（High）の期間およびＬ（Low）の期間が他よりも長
くなっている。なお、図８は、マンチェスタエンコード後のプリアンブルデータの波形を
示している。
【０１１３】
　なお、本実施の形態では、プリアンブルデータが、図８に示すものが反転されたもので
あっても良い。すなわち、本実施の形態において使用されるプリアンブルデータ（4byte=
32bit）は、1byte目から3byte目までが全て「０」のパターンであり、4byte目が、最初か
ら6bitまでが「０」、7bitが「１」、8bit（最後の1bit）が「０」のパターンであっても
よい。この場合、プリアンブルデータに続くシンクパターンの最初の1bitが「０」である
。
【０１１４】
　＜受信データ処理部の内部構成＞
　次に、玄関子機１００の受信データ処理部１１３の内部構成の詳細について、図９を用
いて説明する。なお、その説明の際、本実施の形態の同期検出処理について理解を容易に
するため、図９と併せて図１０を用いる。図１０の例において、プリアンブルデータおよ
びそのユニークパターンは、図８に示したものを用いる。なお、図１０では、第１クロッ
ク生成部１３１が48MHzのクロック（CLK）を生成し、第２クロック生成部１５６が4.8MHz
のクロック（SSCK）を生成している場合を示している。
【０１１５】
　図９に示すように、受信データ処理部１１３は、第１のユニークパターン検出部１５１
、第２のユニークパターン検出部１５２、イネーブル信号生成部１５３、タイミング調整
部１５４、受信データ復号部１５５および第２クロック生成部１５６を有する。
【０１１６】
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　受信データ反転部１１２から出力された受信データは、第１のユニークパターン検出部
１５１、第２のユニークパターン検出部１５２、タイミング調整部１５４および受信デー
タ復号部１５５に入力される。第１クロック生成部１３１のクロック（CLK）は、第１の
ユニークパターン検出部１５１、第２のユニークパターン検出部１５２、タイミング調整
部１５４、受信データ復号部１５５および第２クロック生成部１５６に入力される。
【０１１７】
　第１のユニークパターン検出部１５１および第２のユニークパターン検出部１５２は、
ユニークパターン検出用のクロックの第１規定数（例えば、「１８」から「２２」）を記
憶している。
【０１１８】
　第１のユニークパターン検出部１５１は、第１クロック生成部１３１のクロックで、受
信データ反転部１１２から出力された受信データに含まれるプリアンブルデータをサンプ
リングし、隣接する立下りエッジ間のクロックを計数する。第１のユニークパターン検出
部１５１は、隣接する立下りエッジ間のクロック数が第１規定数のいずれかに一致した場
合にユニークパターンを検出したと判定する。図１０の例では、隣接する立下りエッジ間
５０１のクロック数「２０」が、第１規定数の中の１つと一致する。そして、第１のユニ
ークパターン検出部１５１は、所定のタイミングで、その旨を示す信号を、イネーブル信
号生成部１５３に出力する。
【０１１９】
　第２のユニークパターン検出部１５２は、第１のユニークパターン検出部１５１と同一
タイミングで、受信データ反転部１１２から出力された受信データに含まれるプリアンブ
ルデータをサンプリングし、隣接する立上りエッジ間のクロックを計数する。第２のユニ
ークパターン検出部１５２は、隣接する立上りエッジ間のクロック数が第１規定数のいず
れかに一致した場合にユニークパターンを検出したと判定し、その旨を示す信号をイネー
ブル信号生成部１５３に出力する。
【０１２０】
　イネーブル信号生成部１５３は、第１のユニークパターン検出部１５１あるいは第２の
ユニークパターン検出部１５２のいずれかから、ユニークパターンを検出した旨を示す信
号を入力すると（図１０のタイミング５１０）、データ再生動作を許可するイネーブル信
号をタイミング調整部１５４およびデータ再生部１３３に出力する（図１０の例では、イ
ネーブル信号SSCSを立下げ、Ｌ（Low）信号とする（アクティブにする））。
【０１２１】
　タイミング調整部１５４は、内部にタイミング生成用カウンタを有し、イネーブル信号
生成部１５３からイネーブル信号を入力すると、先頭の受信データ（シンクパターン１ビ
ット目）の波形エッジを検出する。なお、先頭の受信データは、プリアンブルデータとシ
ンクパターンの間の波形エッジであるデータ反転のタイミング５１１から始まる。
【０１２２】
　そして、タイミング調整部１５４は、該波形エッジを検出した後に、第１周波数のクロ
ックで、タイミング生成用カウンタによる「０」から「９」までのカウントを繰り返し行
い、各受信データの波形エッジのタイミングにおけるカウンタ値を観測する。そして、該
カウンタ値が正常な値と異なる場合、タイミング調整部１５４は、カウンタ値を補正し、
補正後のカウンタ値を受信データ復号部１５５および第２クロック生成部１５６に出力す
る。これにより、カウンタ値が所定の値となる範囲であるデータ再生ウィンドウの範囲（
図１０の範囲５０２）の開始タイミングが調整される。
【０１２３】
　受信データ復号部１５５は、タイミング調整部１５４からカウンタ値を入力し、データ
再生ウィンドウの範囲（図１０の範囲５０２）で、受信データ１ビット分の波形の論理反
転をスキャン検出し、当該受信データ１ビット分のマンチェスタエンコードされた波形の
論理反転に対応したデータの復号処理を行い、復号データをデータ再生部１３３に出力す
る。図１０の例では、受信データ復号部１５５は、範囲５０２において、波形が「Ｈ」か
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ら「Ｌ」に反転した場合には復号データ「１」を出力し、波形が「Ｌ」から「Ｈ」に反転
した場合には復号データ「０」を出力する。２番目の受信データが受信データ復号部１５
５に入力される時間とほぼ同じ時間に、先頭の受信データの復号データが受信データ復号
部１５５から一定の時間遅延して出力される。なお、受信データ復号部１５５が行う受信
データの復号処理の詳細については後述する。
【０１２４】
　第２クロック生成部１５６は、タイミング調整部１５４からカウンタ値（「０」～「９
」）を入力し、２番目の受信データのカウンタ値「０」（図１０のタイミング５１２）で
、SSCKの出力（図１０では「Ｌ」）を開始し、先頭の受信データのカウンタ値「５」で、
一定の遅延後にある先頭の復号データ用のSSCKの論理を「Ｌ」から「Ｈ」に反転し、２番
目の受信データのカウンタ値「０」で、先頭の復号データと２番目の復号データの境界の
SSCKの論理を「Ｈ」から「Ｌ」に反転する。その後、第２クロック生成部１５６は、再生
クロックSSCKについて、カウント値「０」での「Ｈ」から「Ｌ」への論理反転およびカウ
ント値「５」での「Ｌ」から「Ｈ」への論理反転を繰り返す。そして、第２クロック生成
部１５６は、「Ｌ」から「Ｈ」へ論理反転したタイミングで、第２周波数（例えば、4.8M
Hz）のクロック（SSCK）をデータ再生部１３３に出力する。
【０１２５】
　＜ユニークパターンの検出の詳細説明＞
　次に、ユニークパターンの検出について、図１１を用いて詳細に説明する。図１１（Ａ
）は、２線ケーブルが正接続の場合の正常極性のユニークパターンおよびその近傍の受信
波形を示し、図１１（Ａ）の（１）は、第１のユニークパターン検出部１５１によって計
数されるクロック数を示し、図１１（Ａ）の（２）は、第２のユニークパターン検出部１
５２によって計数されるクロック数を示す。図１１（Ｂ）は、２線ケーブルが逆接続の場
合の反転極性のユニークパターンおよびその近傍の受信波形を示し、図１１（Ｂ）の（１
）は、第１のユニークパターン検出部１５１によって計数されるクロック数を示し、図１
１（Ｂ）の（２）は、第２のユニークパターン検出部１５２によって計数されるクロック
数を示す。
【０１２６】
　２線ケーブルが正接続の場合、図１１（Ａ）の（１）に示すように、第１のユニークパ
ターン検出部１５１において計数されるクロック数は、ユニークパターン１の隣接する立
下りエッジ間では「２０」となり、第１規定数の中の１つと一致し、他の隣接する立下り
エッジ間では「１０」となり、第１規定数の中のいずれにも一致しない。第１のユニーク
パターン検出部１５１がユニークパターン１を検出すると、イネーブル信号生成部１５３
が所定のタイミングＺでイネーブル信号（SSCS）を立下げる（アクティブにする）。一方
、図１１（Ａ）の（２）に示すように、第２のユニークパターン検出部１５２において計
数されるクロック数は、いずれの隣接する立上りエッジ間でも「１０」または「１５」と
なり、第１規定数の中のいずれにも一致しない。このため、第２のユニークパターン検出
部１５２は、ユニークパターンを検出することができない。このように、２線ケーブルが
正接続の場合、受信データ処理部１１３（第１のユニークパターン検出部１５１および第
２のユニークパターン検出部１５２）において、サンプリングクロック数がユニークであ
るユニークパターン１が唯一検出される。
【０１２７】
　２線ケーブルが逆接続の場合、図１１（Ｂ）の（２）に示すように、第２のユニークパ
ターン検出部１５２において計数されるクロック数は、ユニークパターン２の隣接する立
上りエッジ間では「２０」となり、第１規定数の中の１つと一致し、他の隣接する立上り
エッジ間では「１０」となり、第１規定数の中のいずれにも一致しない。第２のユニーク
パターン検出部１５２がユニークパターン２を検出すると、イネーブル信号生成部１５３
が所定のタイミングＹでイネーブル信号（SSCS）を立下げる（アクティブにする）。一方
、図１１（Ｂ）の（１）に示すように、第１のユニークパターン検出部１５１において計
数されるクロック数は、いずれの隣接する立下りエッジ間でも「１０」または「１５」と
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なり、第１規定数の中の何れにも一致しない。このため、第１のユニークパターン検出部
１５１は、ユニークパターンを検出することができない。このように、２線ケーブルが逆
接続の場合、受信データ処理部１１３（第１のユニークパターン検出部１５１および第２
のユニークパターン検出部１５２）において、サンプリングクロック数がユニークである
ユニークパターン２が唯一検出される。
【０１２８】
　なお、図１１（Ｂ）の受信波形は、図１１（Ａ）のの受信波形が反転されたものであっ
て、正常極性のときに立下りエッジ間のクロック数が第１規定数となるユニークパターン
が存在する場合は、必然的に、反転極性のときに立上りエッジ間のクロック数が第１規定
数となるユニークパターンが存在することになる。また、その場合のユニークパターン１
とユニークパターン２の配置位置およびタイミングは同一となり、イネーブル信号（SSCS
）を立下げる（アクティブにする）タイミングＺとＹも一致する（図１０のタイミング５
１０）。
【０１２９】
　＜同期検出処理のフロー＞
　次に、玄関子機１００（受信データ処理部１１３、接続状態検出部１３４）における同
期検出処理のフローについて図１２を用いて説明する。
【０１３０】
　ステップＳ６１０において、受信データ処理部１１３は、第１のユニークパターン検出
部１５１および第２のユニークパターン検出部１５２により、第１クロック生成部１３１
のクロックで、受信ドライバ１１１から出力された復調前の下り信号に含まれるプリアン
ブルデータをサンプリングし、隣接する立下りエッジ間あるいは隣接する立上りエッジ間
のいずれか一方である測定区間のクロック数に基づいてプリアンブルデータのユニークパ
ターンのチェックを行う。
【０１３１】
　ユニークパターンを検出できた場合（Ｓ６２０：ＹＥＳ）、ビット同期を取ることがで
きたとして、フローをステップＳ６３０へ進め、検出できていない場合（Ｓ６２０：ＮＯ
）、フローをステップＳ６１０に戻し、ユニークパターンのチェックを再び行う。
【０１３２】
　ステップＳ６３０において、接続状態検出部１３４は、データ再生部１３３から出力さ
れた受信データのシンクパターンのチェックを行う。
【０１３３】
　受信データのシンクパターンが、正接続チェック用シンクパターンと一致した場合（Ｓ
６４０：ＹＥＳ）、ステップＳ６５０において、接続状態検出部１３４は、２線ケーブル
が正接続であると判定し、同期検出処理を終了する。
【０１３４】
　また、受信データのシンクパターンが、逆接続チェック用シンクパターンと一致した場
合（Ｓ６４０：ＮＯ，Ｓ６６０：ＹＥＳ）、ステップＳ６７０において、接続状態検出部
１３４は、２線ケーブルが逆接続であると判定し、同期検出処理を終了する。
【０１３５】
　また、受信データのシンクパターンが、正接続チェック用シンクパターンおよび逆接続
チェック用シンクパターンのどちらにも一致しなかった場合（Ｓ６４０：ＮＯ，Ｓ６６０
：ＮＯ）、ステップＳ６８０において、接続状態検出部１３４は、シンクパターンの検知
に失敗したと判定し、フローをステップＳ６１０に戻し、ユニークパターンのチェックを
再び行う。
【０１３６】
　＜ケーブル接続部１０１およびケーブル接続部２０１－ｉの詳細説明＞
　次に、ケーブル接続部１０１およびケーブル接続部２０１－ｉの詳細について説明する
。図１３は、玄関子機１００のケーブル接続部１０１とドアホン親機２００のケーブル接
続部２０１－ｉの構成を示した図である。
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【０１３７】
　なお、増設モニタ３００のケーブル接続部３０１の構成図は省略する。上述したように
、増設モニタ３００は商用電源を使用しているため、２線ケーブルを介したドアホン親機
２００からの電源受給を受けない。このため、図１３に示す玄関子機１００のケーブル接
続部１０１とは異なり、増設モニタ３００のケーブル接続部３０１は、２つのフィルタ、
ダイオード回路、ダイオード回路の出力に接続される安定化電源部等は有していない。
【０１３８】
　図１３に示すように、玄関子機１００のケーブル接続部１０１は、フィルタ１４１、フ
ィルタ１４２、終端回路部１４３、パルストランス１４４を有する。
【０１３９】
　図１３のケーブル接続部１０１において、ラインＬ１およびＬ２は電源供給用のライン
であり、ラインＬ３およびＬ４はデータ通信用のラインである。フィルタ１４１および１
４２は、直流電流のみを通すフィルタであり、ラインＬ１およびＬ２にデジタル通信信号
が流れないようにしている。
【０１４０】
　終端回路部１４３は、２線ケーブルを終端し、図３に示す送信ドライバ１１０および受
信ドライバ１１１と接続される。なお、図１３において、終端回路部１４３と図３に示す
送信ドライバ１１０および受信ドライバ１１１とは１本の配線で接続されているが、２本
の平衡配線で接続されていても良い。
【０１４１】
　パルストランス１４４は、絶縁用のトランスである。
【０１４２】
　図１３のケーブル接続部１０１において、ラインＬ３およびＬ４はデータ通信用のライ
ンであり、コンデンサＣ１およびＣ２、パルストランス１４４、終端回路部１４３を介し
て送信ドライバ１１０あるいは受信ドライバ１１１に接続される。コンデンサＣ１および
Ｃ２は、ドアホン親機２００側において重畳された電源のＤＣカット用である。
【０１４３】
　また、ダイオード回路１４５は、複数（図１３では４個）のダイオードを有する回路で
ある。ダイオード回路１４５は、２つのダイオードのカソード同士に接続されたノードに
プラス側の出力線を接続した第１の回路と、他の２つのダイオードのアノード同士に接続
されたノードにマイナス側の出力線を接続した第２の回路とを有し、第１の回路のそれぞ
れのアノードと、第２の回路のそれぞれのカソードとに接続された２つのノードに２本の
入力線（ラインＬ１およびＬ２）が接続されて構成された回路である。このような構成に
より、ダイオード回路１４５は、ラインＬ１およびＬ２への入力の極性にかかわらず、２
本の出力線への出力の極性は一定となる。従って、２線ケーブルが逆接続の場合でも、ダ
イオード回路１４５は、本来のプラス側の出力線にプラス側の出力を、本来のマイナス側
の出力線にマイナス側の出力を、それぞれ出力することができ、正常にドアホン親機２０
０からの電源供給を受けることができる。
【０１４４】
　安定化電源部１４６は、２線ケーブルおよびダイオード回路１４５を介してドアホン親
機から供給された直流電力を、玄関子機１００の各部へ供給する。
【０１４５】
　以上のような構成により、玄関子機１００のケーブル接続部１０１は、２線ケーブルが
逆接続された場合でも問題なく電力供給を受けることができる。
【０１４６】
　一方、図１３に示すように、ドアホン親機２００のケーブル接続部２０１－ｉは、フィ
ルタ２４１、フィルタ２４２、終端回路部２４３、パルストランス２４４を有する。
【０１４７】
　図１３のケーブル接続部２０１－ｉにおいて、ラインＬ７およびＬ８は電源供給用のラ
インである。ラインＬ７は、供給電源部２２１のプラス側にスイッチ部２２３を介して接
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続されている。また、ラインＬ８は、供給電源部２２１のマイナス側に接続されている。
フィルタ２４１および２４２は、直流電流のみを通すフィルタであり、ラインＬ７および
Ｌ８にデジタル通信信号が流れないようにしている。
【０１４８】
　終端回路部２４３は、２線ケーブルを終端し、図４に示す送信ドライバ２１０－ｉおよ
び受信ドライバ２１１－ｉと接続される。なお、図１３において、終端回路部２４３と図
４に示す送信ドライバ２１０－ｉおよび受信ドライバ２１１－ｉとは、１本の配線で接続
されているが、２本の平衡配線で接続されていても良い。
【０１４９】
　パルストランス２４４は、絶縁用のトランスである。
【０１５０】
　図１３のケーブル接続部２０１－ｉにおいて、ラインＬ９およびＬ１０はデータ通信用
のラインであり、コンデンサＣ３およびＣ４、パルストランス２４４、終端回路部２４３
を介して送信ドライバ２１０－ｉあるいは受信ドライバ２１１－ｉに接続される。コンデ
ンサＣ３およびＣ４は、重畳した電源のＤＣカット用である。
【０１５１】
　２線ケーブルＬ５およびＬ６は、玄関子機１００と対応するドアホン親機２００のケー
ブル接続部２０１－ｉとを接続する。２線ケーブルＬ５およびＬ６は、デジタル通信信号
と、ドアホン親機２００側から玄関子機１００側へ供給される電力とを重畳して伝送する
。
【０１５２】
　以上説明したように、玄関子機１００のケーブル接続部１０１とドアホン親機２００の
ケーブル接続部２０１－ｉは、玄関子機１００とドアホン親機２００との間のデジタル通
信信号の送受信と、ドアホン親機２００から玄関子機１００への電力供給とを、２線ケー
ブルを介して行うことができる。
【０１５３】
　＜各装置の動作＞
　次に、各装置の動作について説明する。
【０１５４】
　＜玄関子機の動作＞
　図１４は、玄関子機１００の動作の一例を示すフローチャートである。
【０１５５】
　ステップＳ１０１０において、制御部１０７は、呼出ボタンが操作されたか否かを判定
する。制御部１０７は、呼出ボタンが操作された場合（Ｓ１０１０：ＹＥＳ）、フローを
ステップＳ１０２０へ進め、操作されていない場合（Ｓ１０１０：ＮＯ）、フローを後述
のステップＳ１１００へ進める。
【０１５６】
　ステップＳ１０２０において、制御部１０７は、呼出信号をドアホン親機２００へ送信
する。
【０１５７】
　ステップＳ１０３０において、制御部１０７は、ドアホン親機２００から応答信号を受
信したか否かを判定する。制御部１０７は、応答信号を受信していない場合（Ｓ１０３０
：ＮＯ）、フローをステップＳ１０２０へ戻し、応答信号を受信した場合（Ｓ１０３０：
ＹＥＳ）、フローをステップＳ１０４０へ進める。なお、制御部１０７は、呼出信号を所
定回数送信しても応答信号を受信しない場合、フローを、後述のステップＳ１１００へ進
めてもよい。
【０１５８】
　ステップＳ１０４０において、制御部１０７は、マイク１０４、音声Ｉ／Ｆ部１０５、
およびカメラ部１０６を用いて、音声入力および映像撮影を開始する。また、制御部１０
７は、パケット生成部１３２および送信データ処理部１０８を用いて、送信の対象となる
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各種データ（制御データ／デジタル音声データ／デジタル映像データ）のパケット化およ
び符号化を開始する。なお、制御部１０７は、デジタル音声データおよびデジタル映像デ
ータの送信レート制御を行ってもよい。
【０１５９】
　ステップＳ１０５０において、制御部１０７は、子機側送信区間であるか否かを判定す
る。制御部１０７は、送信区間である場合（Ｓ１０５０：ＹＥＳ）、フローをステップＳ
１０６０へ進め、送信区間ではない場合（Ｓ１０５０：ＮＯ）、フローを後述のステップ
Ｓ１０７０へ進める。
【０１６０】
　ステップＳ１０６０において、制御部１０７は、送信ドライバ１１０を用いて、符号化
により生成された上り信号を、２線ケーブルを介してドアホン親機２００へ送信する。な
お、制御部１０７は、送信区間が終了したとき、上り信号の送信を停止する。
【０１６１】
　ステップＳ１０７０において、制御部１０７は、親機側送信区間であるか否かを判定す
る。制御部１０７は、送信区間である場合（Ｓ１０７０：ＹＥＳ）、フローをステップＳ
１０８０へ進め、送信区間ではない場合（Ｓ１０７０：ＮＯ）、フローを後述のステップ
Ｓ１０９０へ進める。
【０１６２】
　ステップＳ１０８０において、制御部１０７は、下り信号の受信、各種データ（制御デ
ータ／音声データ）の抽出、および音声の出力を開始する。なお、制御部１０７は、送信
区間が終了したとき、下り信号の受信あるいは各種データの抽出を停止する。
【０１６３】
　ステップＳ１０９０において、制御部１０７は、玄関子機１００とドアホン親機２００
との間の通話が終了したか否かを判定する。例えば、制御部１０７は、ドアホン親機２０
０で通話終了の操作が行われたことを示す信号をドアホン親機２００から受信したとき、
通話が終了したと判定する。制御部１０７は、通話が終了していない場合（Ｓ１０９０：
ＮＯ）、フローをステップＳ１０５０へ戻し、通話が終了した場合（Ｓ１０９０：ＹＥＳ
）、フローをステップＳ１１００へ進める。
【０１６４】
　ステップＳ１１００において、制御部１０７は、ドアホン機能に関する処理の終了を指
示されたかを判定する。例えば、制御部１０７は、ドアホン親機２００でドアホン機能の
停止の操作が行われたことを示す信号をドアホン親機２００から受信したとき、上記処理
の終了を指示されたと判定する。制御部１０７は、上記処理の終了を指示されていない場
合（Ｓ１１００：ＮＯ）、フローをステップＳ１０１０へ戻し、上記処理の終了を指示さ
れた場合（Ｓ１１００：ＹＥＳ）、一連の処理を終了する。
【０１６５】
　＜ドアホン親機の動作＞
　図１５は、ドアホン親機２００の動作の一例を示すフローチャートである。
【０１６６】
　ステップＳ２０１０において、制御部２０７は、玄関子機１００から呼出信号を受信し
たか否かを判定する。制御部２０７は、呼出信号を受信した場合（Ｓ２０１０：ＹＥＳ）
、フローをステップＳ２０２０へ進め、呼出信号を受信していない場合（Ｓ２０１０：Ｎ
Ｏ）、フローを後述のステップＳ２０９０へ進める。
【０１６７】
　ステップＳ２０２０において、制御部２０７は、応答信号を玄関子機１００へ送信する
とともに、音声Ｉ／Ｆ部２０５およびスピーカ２０３を用いて、呼出音を出力する。
【０１６８】
　ステップＳ２０３０において、制御部２０７は、マイク２０４および音声Ｉ／Ｆ部２０
５を用いて、音声入力を開始する。また、制御部２０７は、パケット生成部２３２および
送信データ処理部２０８を用いて、送信の対象となる各種データ（制御データ／デジタル
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音声データ）のパケット化および符号化を開始する。なお、制御部２０７は、デジタル音
声データの送信レート制御を行ってもよい。
【０１６９】
　ステップＳ２０４０において、制御部２０７は、子機側送信区間であるか否かを判定す
る。制御部２０７は、送信区間である場合（Ｓ２０４０：ＹＥＳ）、フローをステップＳ
２０５０へ進め、送信区間ではない場合（Ｓ２０４０：ＮＯ）、フローを後述のステップ
Ｓ２０６０へ進める。
【０１７０】
　ステップＳ２０５０において、制御部２０７は、上り信号の受信および各種データ（制
御データ／音声データ／映像データ）の抽出を開始する。また、制御部２０７は、音声Ｉ
／Ｆ部２０５、スピーカ２０３および液晶ディスプレイを用いて、音声および映像の出力
を開始する。なお、制御部２０７は、送信区間が終了したとき、上り信号の受信あるいは
各種データの抽出を停止する。
【０１７１】
　ステップＳ２０６０において、制御部２０７は、親機側送信区間であるか否かを判定す
る。制御部２０７は、送信区間である場合（Ｓ２０６０：ＹＥＳ）、フローをステップＳ
２０７０へ進め、送信区間ではない場合（Ｓ２０６０：ＮＯ）、フローを後述のステップ
Ｓ２０８０へ進める。
【０１７２】
　ステップＳ２０７０において、制御部２０７は、送信ドライバ２１０を用いて、符号化
により生成された下り信号を、２線ケーブルを介して玄関子機１００へ送信する。ただし
、制御部２０７は、上述の通り、応答ボタンが操作されるまでは、デジタル音声データの
送信を行わないことが望ましい。なお、制御部２０７は、送信区間が終了したとき、下り
信号の送信を停止する。
【０１７３】
　ステップＳ２０８０において、制御部２０７は、玄関子機１００とドアホン親機２００
との間の通話が終了したか否かを判定する。例えば、制御部２０７は、ドアホン親機２０
０で通話終了の操作が行われたこと検知したとき、通話が終了したと判定する。なお、制
御部２０７は、かかる通話終了の操作が行われたとき、その旨を示す信号を玄関子機１０
０に送信することが望ましい。制御部２０７は、通話が終了していない場合（Ｓ２０８０
：ＮＯ）、フローをステップＳ２０４０へ戻し、通話が終了した場合（Ｓ２０８０：ＹＥ
Ｓ）、フローをステップＳ２０９０へ進める。
【０１７４】
　ステップＳ２０９０において、制御部２０７は、ドアホン機能に関する処理の終了を指
示されたかを判定する。例えば、制御部２０７は、ドアホン親機２００でドアホン機能の
停止の操作が行われたことを検知したとき、上記処理の終了を指示されたと判定する。な
お、制御部２０７は、かかるドアホン機能の停止の操作が行われたとき、その旨を示す信
号を玄関子機１００に送信することが望ましい。制御部２０７は、上記処理の終了を指示
されていない場合（Ｓ２０９０：ＮＯ）、フローをステップＳ２０１０へ戻し、上記処理
の終了を指示された場合（Ｓ２０９０：ＹＥＳ）、一連の処理を終了する。
【０１７５】
　＜玄関子機１００のリセット制御時の動作＞
　次に、ドアホンシステム１において、ドアホン親機２００側から玄関子機１００のリセ
ット制御を行う場合の動作例について説明する。
【０１７６】
　上述したように、ドアホン親機２００は玄関子機１００に電力を供給しており、スイッ
チ部２２３によって供給電力を遮断することにより、玄関子機１００の電源オン／オフ制
御を行うことができる。本実施の形態に係るドアホンシステム１では、このような構成を
利用して、ドアホン親機２００が玄関子機１００の電源をオフにした後、所定時間後にオ
ンにすることで、実質的に玄関子機１００のリセット動作を行うことができる。なお、本
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実施の形態において、リセットとは、例えば再起動等の動作により機器の状態を初期状態
に戻すことを意味する。
【０１７７】
　以下では、ドアホン親機２００が玄関子機１００のリセット制御を行うときの動作例に
ついて説明する。なお、以下の説明では玄関子機１００のリセット制御時の動作例につい
て説明するが、ドアホン親機２００が電源供給する他の接続機器のリセット制御時の動作
も以下の動作と同様である。
【０１７８】
　図１６は、ドアホン親機２００による玄関子機１００のリセット制御時の動作の一例を
示すフローチャートである。
【０１７９】
　ステップＳ３０１０において、ドアホン親機２００の制御部２０７は、玄関子機１００
をリセットする指示が入力されたか否かを判定する。玄関子機１００の電源をリセットす
る指示は、例えばキー入力部２０２を介して入力される。制御部２０７は、玄関子機１０
０をリセットする指示が入力されたと判定した場合（ステップＳ３０１０：ＹＥＳ）フロ
ーをステップＳ３０２０に進め、そうでない場合（ステップＳ３０１０：ＮＯ）、ステッ
プＳ３０１０を繰り返す。
【０１８０】
　ステップＳ３０２０において、制御部２０７は、スイッチ部２２３をオフするスイッチ
制御信号がslave power OFFをスイッチ部２２３に対して出力する。
【０１８１】
　ステップＳ３０３０において、制御部２０７は、スイッチ制御信号slave power OFFを
出力し、玄関子機１００の電源がオフになってから、所定時間が経過しているか否かを判
定する。所定時間とは、玄関子機１００内の電荷が放電され、玄関子機１００内の電子回
路の電圧がリセット可能な電圧まで降下するために十分な時間である。この所定時間は、
例えば予め玄関子機１００の電源オン／オフを実験的に行って決定し、図示しないメモリ
等に格納しておけばよい。制御部２０７は、所定時間が経過していると判定した場合（ス
テップＳ３０３０：ＹＥＳ）、フローをステップＳ３０４０に進め、そうでない場合（ス
テップＳ３０３０：ＮＯ）、ステップＳ３０３０を繰り返す。
【０１８２】
　ステップＳ３０４０において、制御部２０７は、スイッチ部２２３をオンにするスイッ
チ制御信号（slave power ON）を出力する。
【０１８３】
　このような動作により、本実施の形態に係るドアホンシステム１では、ドアホン親機２
００側から容易に玄関子機１００のリセットを行うことができる。図４に示すように、ス
イッチ部２２３が供給電源部２２１と全てのケーブル接続部２０１－１から２０１－Ｎの
接続路に設けられている場合は、ドアホン親機２００は、全ての玄関子機１００のリセッ
トを一斉に行うことができる。
【０１８４】
　なお、図１６に関連付けて説明した上記動作例では、ドアホン親機２００が玄関子機１
００のリセットを行う場合について例示したが、例えばドアホン親機に玄関子機１００の
電源を単にオン／オフする指示が入力された場合には、ドアホン親機２００の制御部２０
７は、当該指示に従ってスイッチ部２２３を制御するスイッチ制御信号を出力するように
すればよい。
【０１８５】
　また、図１６に関連付けて説明した上記動作について、図１５に関連付けて説明した、
ドアホン機能が要求された際のドアホン親機２００の動作において、例えば玄関子機１０
０のリセット指示がキー入力部２０２に入力された時点で割り込みにより動作が開始され
るようにしてもよい。
【０１８６】
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　また、例えばドアホン親機２００に設けられたリセットスイッチ（図示せず）によって
、ドアホン親機２００のリセットを行うことができるように構成される場合がある。この
ような場合、制御部２０７は、ドアホン親機２００のリセット動作中には、スイッチ部２
２３をオフのままとするスイッチ制御信号を出力して、玄関子機１００への電源供給を停
止し、玄関子機１００の不要な動作を防止するようにしてもよい。
【０１８７】
　＜本実施の形態の効果＞
　このように、上述した実施の形態に係るドアホンシステム１では、ドアホン親機２００
と玄関子機１００とが２線ケーブルを介して接続され、ドアホン親機２００と玄関子機１
００との間のデジタル通信と、ドアホン親機２００から玄関子機１００への電源供給とが
重畳して行われる。そして、玄関子機１００のケーブル接続部１０１は、２本の入力線（
ラインＬ１およびＬ２）への入力の極性にかかわらず、２本の出力線への出力の極性を一
定とすることができるダイオード回路１４５を有する。さらに、玄関子機１００およびド
アホン親機２００は、接続状態検出部１３４および２３４によって２線ケーブルが逆接続
されていると判定された場合、送信データ反転部１０９、２０９および受信データ反転部
１１２によって信号反転を行う。
【０１８８】
　このような構成により、実施の形態に係るドアホンシステム１では、２線ケーブルが逆
接続されてしまったとしても、玄関子機１００が正常にドアホン親機２００からの電源の
供給を受けることができ、また玄関子機１００とドアホン親機２００との間で正常にデジ
タル通信を行うことができる。
【０１８９】
　そして、ドアホン親機２００は、供給電源部２２１から全てのケーブル接続部２０１－
ｉとの接続状態をオンとオフとの間で切り替えるスイッチ部２２３を有し、制御部２０７
がスイッチ部２２３を制御することで、玄関子機１００に対する電力供給のオン／オフ制
御を行う。このような構成により、ドアホン親機２００の制御部２０７は、玄関子機１０
０に対する電力供給をオフにしてから、所定時間後に電力供給をオンにすることによって
、玄関子機１００の再起動によるリセットを好適に行うことができる。このため、ドアホ
ン親機２００は玄関子機１００のリセットを容易に行うことができる。
【０１９０】
　また、ドアホン親機２００の制御部２０７は、玄関子機１００のリセット制御時に、玄
関子機１００の電源がオフされてから、玄関子機１００のリセットが確実に可能となるだ
けの所定の時間が経過するまで待機してから、玄関子機１００の電源をオンするスイッチ
制御信号を出力する。これにより、制御部２０７は、玄関子機１００の電子回路（制御部
１０７等）に悪影響を与えることなく、確実に玄関子機１００のリセットを行うことがで
きる。
【０１９１】
　以上、本開示の一実施の形態について説明した。以下では、本開示に係る他の実施の形
態について具体例を挙げて説明する。
【０１９２】
　＜他の実施の形態１＞
　図１７は、他の実施の形態１に係るドアホンシステム１のドアホン親機２００の構成を
示すブロック図である。図１７に示すドアホン親機２００は、複数のスイッチ部２２３－
ｉ（ｉはケーブル接続部２０１－ｉに対応する数）を有する。複数のスイッチ部２２３－
ｉは、供給電源部２２１と複数のケーブル接続部２０１－ｉとのそれぞれの接続路に設け
られており、制御部２０７は、個別にそれぞれのスイッチ部を制御できる構成となってい
る。制御部２０７は、複数の玄関子機１００のいずれかに対して、例えば応答要請に対し
て一定時間応答のない玄関子機１００に対応するケーブル接続部２０１－ｎ（ｎは応答の
ない玄関子機１００に対応する数）と供給電源部２２１との接続路に設けられたスイッチ
部２２３－ｎに対してスイッチ制御信号slave power ON/OFFを出力することにより、玄関
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子機１００毎に個別にオン／オフ制御を行ってリセットすることができる。
【０１９３】
　他の実施の形態１では、このような構成により、ドアホン親機２００に接続された複数
の玄関子機１００に対して個別にリセットを行うことができる。
【０１９４】
　＜他の実施の形態２＞
　他の実施の形態２では、ドアホン親機２００がスイッチ部２２３を有していない場合、
あるいはスイッチ部２２３を有していても玄関子機１００側の電源をオフできない場合に
ついて説明する。
【０１９５】
　他の実施の形態２においては、ドアホン親機２００がスイッチ部２２３を有していない
場合、あるいは、複数の玄関子機１００の電源供給を同時にオン／オフする構成で、動作
中の子機が存在する等、ドアホン親機２００側から玄関子機１００側の供給電源をオフで
きない状態にある場合、供給電源部２２１からケーブル接続部２０１－ｉを介した玄関子
機１００、あるいは電源供給している他の機器への電力供給を絶つことができない。この
ため、他の実施の形態２においては、例えばキー入力部２０２を介して玄関子機１００の
リセット指示が入力された場合に、割り込み信号に玄関子機１００のリセットコマンドを
組み込んで玄関子機１００に対して送信することで、玄関子機１００のリセットを行う。
また、フレームを使用した同期通信時に、前記フレーム内の玄関子機１００用のタイムス
ロットにリセットコマンドを組み込んで玄関子機１００に対して送信することで、玄関子
機１００のリセットを行っても良い。
【０１９６】
　割り込み信号としては、図２Ｂにおいて説明したものと同様の割り込み信号を使用すれ
ばよい。またフレーム内のタイムスロットを使用した場合は、図２Ａにおいて説明したも
のを使用すればよい。ただし、割り込み信号の制御データフィールドには、玄関子機１０
０をリセットする旨のコマンドが含まれる。
【０１９７】
　２線ケーブルを介して割り込み信号を受信した玄関子機１００の受信データ処理部１１
３は、図１８に示すように、割り込み信号をデコードして生成したリセット信号を制御部
１０７に対して出力する。図１８は、他の実施の形態２における玄関子機１００の構成を
示すブロック図である。
【０１９８】
　より詳細には、図９に示す受信データ復号部１５５が、割り込み信号を含む受信データ
を復号し、図１８に示すように、復号データの出力とは別に、リセット信号を制御部１０
７に対して出力し、制御部１０７をリセットする。これにより、他の実施の形態２に係る
ドアホンシステム１では、ドアホン親機２００がスイッチ部２２３を有していない場合、
あるいはスイッチ部２２３を有していても子機側の電源をオフできない場合でも、玄関子
機１００のリセット動作を行うことができる。
【０１９９】
　なお、受信データ処理部１１３は、制御部１０７に出力するリセット信号を、一定期間
のワンショットパルスとして出力してもよい。
【０２００】
　＜２線ケーブルの無極性化＞
　上述した実施の形態において、玄関子機１００、ドアホン親機２００および増設モニタ
３００は、接続状態検出部１３４、２３４、３３４にて２線ケーブルの接続状態を検出し
、逆接続であった場合には送信データ反転部１０９、２０９、３０９および受信データ反
転部１１２、３１２において信号を反転させることについて説明した。これにより、２線
ケーブルの接続を実質的に無極性化することができ、２線ケーブルの接続状態に影響され
ないデジタル通信を実現することができる。
【０２０１】
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　しかしながら、デジタル通信の送受信信号を反転するのは送信側あるいは受信側のどち
らか一方でもよい。以下では、玄関子機１００とドアホン親機２００との間で無極性化を
実現するための構成について例示する。
【０２０２】
　図１９は、２線ケーブルが正接続の状態になっているときの様子を示す模式図である。
図２０～図２３は、２線ケーブルが逆接続の状態になっているときの様子を示す模式図で
ある。
【０２０３】
　なお、図１９～図２３において、２線ケーブルを使用したデジタル通信の無極性化に密
接に関連する部分以外の部分については、図示を省略している。また、図１９～２３にお
いて、玄関子機１００およびドアホン親機２００（以下、適宜「機器」と総称する）のそ
れぞれは、送信データ反転部および受信データ反転部を備えているものとする。上述した
実施の形態では、ドアホン親機２００が受信データ反転部を有しない構成について説明し
たが、以下の説明では、ドアホン親機２００が受信データ反転部２１５を有する場合につ
いても説明する。
【０２０４】
　送信データ反転部は、上述の通り、接続状態検出部から出力された反転制御信号（INV 
CON）に従って、送信データ処理部から出力された送信信号を反転させ、あるいは反転さ
せずに、送信ドライバへ出力する。
【０２０５】
　また、受信データ反転部は、上述の通り、接続状態検出部から出力された反転制御信号
（INV CON）に従って、受信ドライバから出力された受信信号を反転させ、あるいは反転
させずに、受信データ処理部へ出力する。
【０２０６】
　また、図１９～図２３において、送信データ反転部および受信データ反転部のうち、信
号の反転を行わない状態（信号をそのままスルーさせる状態）のものは、破線で示してい
る。また、図１９～図２３における２線ケーブルの２つの線は、２線ケーブルを構成する
２本のケーブルを示す。
【０２０７】
　図１９に示すように、２線ケーブルが正接続となっている場合、２線ケーブルの両側の
機器の間で極性は一致している。従って、両方の機器は、上り信号および下り信号のいず
れに対しても反転を行う必要がない。従って、各機器の送信データ反転部１０９、２０９
および受信データ反転部１１２、２１５は、信号反転を行わない。
【０２０８】
　一方、図２０～図２３に示すように、２線ケーブルが逆接続となっている場合、２線ケ
ーブルの両側の機器の間で極性は逆転している。従って、上り信号および下り信号の両方
について、いずれかの機器において信号反転を行う必要がある。
【０２０９】
　図２０は、両方の機器において、接続状態検出部１３４、２３４により逆接続の検出を
行い、逆接続が検出されたとき、送信データ反転部１０９、２０９が信号反転を開始する
例を示す。この場合、玄関子機１００およびドアホン親機２００は、必ずしも受信データ
反転部１１２、２１５を備える必要がない。
【０２１０】
　一方、図２１は、両方の機器において、逆接続が検出されたときに受信データ反転部１
１２、２１２が信号反転を開始する例を示す。この場合、玄関子機１００およびドアホン
親機２００は、必ずしも送信データ反転部１０９、２０９を備える必要がない。
【０２１１】
　または、例えば、図２２および図２３に示すように、一方の機器のみにおいて、接続状
態検出部により逆接続の検出を行い、逆接続が検出されたとき、当該機器の送信データ反
転部および受信データ反転部において、信号反転を開始するようにしてもよい。この場合
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、他方の機器は、必ずしも接続状態検出部、送信データ反転部および受信データ反転部を
備える必要がない。
【０２１２】
　このように、本開示において、２線ケーブル実質的に無極性化するための構成は、上述
した実施の形態に限定されない。
【０２１３】
　以上、図面を参照しながら各種の実施形態について説明したが、本開示はかかる例に限
定されないことは言うまでもない。当業者であれば、特許請求の範囲に記載された範疇内
において、各種の変更例または修正例に想到し得ることは明らかであり、それらについて
も当然に本開示の技術的範囲に属するものと了解される。また、開示の趣旨を逸脱しない
範囲において、上記実施形態における各構成要素を任意に組み合わせてもよい。
【０２１４】
　上述した実施の形態において、ドアホン親機２００および玄関子機１００は、２線ケー
ブルの極性を調整する構成として接続状態検出部および送信データ反転部を有していたが
、例えば極性の調整が必要ない場合には、これらの構成を有しないようにしてもよい。
【０２１５】
　また、上述した実施の形態において、ドアホン親機２００が複数の玄関子機１００ある
いは増設モニタ３００と接続されている構成について例示したが、ドアホン親機２００と
接続される玄関子機１００あるいは増設モニタ３００は１つであってもよい。
【０２１６】
　また、上述した実施の形態においては、ドアホン親機２００はスイッチ部２２３のオン
／オフ制御を行うことで、玄関子機１００に対する電源供給を制御していたが、例えばス
イッチ部２２３ではなく、供給電源部２２１そのもののオン／オフ制御を行うことにより
、玄関子機１００に対する電源供給を制御するようにしてもよい。
【０２１７】
　また、上述した実施の形態においては、ドアホン親機２００と玄関子機１００等の接続
機器同士の接続を一例として説明したが、本開示はこれに限られない。例えば、その他の
応用機器として、ビジネスホン（内線電話機と制御装置間）、ホームセキュリティ装置（
監視カメラ装置と室内モニタ間、各種センサーノードと制御装置間）等の制御装置（通信
装置）等であっても、同様の効果が得られる。
【産業上の利用可能性】
【０２１８】
　本開示は、２線ケーブルにおいてデジタル通信とドアホン親機による電源供給とを重畳
して行うドアホンシステムに適用できる。また、その他の応用機器として、ビジネスホン
（内線電話機と制御装置間）、ホームセキュリティ装置（監視カメラ装置と室内モニタ間
、各種センサーノードと制御装置間）等の制御装置（通信装置）などであっても、同様の
効果が得られる。
【符号の説明】
【０２１９】
　１　ドアホンシステム
　１００　玄関子機
　１０１、２０１－ｉ、３０１　ケーブル接続部
　１０２、２０２、３０２　キー入力部
　１０３、２０３、３０３　スピーカ
　１０４、２０４、３０４　マイク
　１０５、２０５、３０５　音声Ｉ／Ｆ部
　１０６　カメラ部
　１０７、２０７、３０７　制御部
　１０８、２０８、３０８　送信データ処理部
　１０９、２０９、３０９　送信データ反転部
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　１１０、２１０、３１０　送信ドライバ
　１１１、２１１、３１１　受信ドライバ
　１１２、２１５、３１２　受信データ反転部
　１１３、２１３、３１３　受信データ処理部
　１１４、２１４、３１４　識別子記憶部
　１３１、２３１、３３１　第１クロック生成部
　１３２、２３２、３３２　パケット生成部
　１３３、２３３、３３３　データ再生部
　１３４、２３４、３３４　接続状態検出部
　１４１、１４２、２４１、２４２　フィルタ
　１４３、２４３　終端回路部
　１４４、２４４　パルストランス
　１４５　ダイオード回路
　１４６　安定化電源部
　１５１　第１のユニークパターン検出部
　１５２　第２のユニークパターン検出部
　１５３　イネーブル信号生成部
　１５４　タイミング調整部
　１５５　受信データ復号部
　１５６　第２クロック生成部
　２００　ドアホン親機
　２０６、３０６　ディスプレイ部
　２１２　ルーティング制御部
　２２１　供給電源部
　２２２　安定化電源部
　２２３　スイッチ部
　２３５　識別子設定部
　２３６　通信制御部
　３００　増設モニタ
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